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要約 
Thesis Abstract 

本論文は、東日本大震災後に見られた営利企業の組織間協働による復興の形成過程とその特性

に関する研究である。本論文の目的は、なぜ、東日本大震災後に、営利企業は組織間協働によ

る復興を行ったのか、そのプロセスと影響を明らかにすることにある。この問いに答えるため

に、分析の視座として、復興における営利企業の役割と実践の変化について、時系列を基に問

いを細分化し「東日本大震災の前後における復興主体の変化と営利企業の役割」「東日本大震災

後における営利企業の組織間協働による復興の登場と形成過程」「営利企業の組織間協働による

復興がもたらした影響」の分析を行った。 

分析の結果、東日本大震災後に営利企業の組織間協働による復興は、CSRの実践の場として

の組織化、企業単独型復興の限界、被災地への理解と理解に依拠した解決策による参加者の動

機付けを背景として、実現に至ったことが明らかになった。また、東北六魂祭による効果とし

て、長期間にわたる継続とメディア発信という循環によって象徴的復興として機能し、復興感

覚に肯定的な影響を与えたことがわかった。 

また、本論文で分析の枠組みとして採用した協働の窓モデルの改善の余地を提示した。営利

企業の組織間協働による復興を促進する要素として、被災地における「地域の流れ」の重要性

が高いことが明らかになったことから、組織間協働による復興を分析する際には、従来の「問

題の流れ」「解決策の流れ」「活動の流れ」「組織のやる気の流れ」の視点に加えて、「地域の流

れ」を追加することを提案する。この新たな枠組み「協働の窓モデル＜復興分析＞」を用いて

東北六魂祭を分析したところ、地域の前史や既存の取り組み、地域の意向といった分散してい

た要素が明確になることで、より精緻な分析が可能になるだけでなく、効果的かつ持続可能な

組織間協働の実現に向けた指針を得ることができると考えられる。 
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